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１ 森林セラピー案内標識設置事業

□ 事業内容

１ 森林セラピー案内標識設置事業

• 全国各地から本市の森林セラピー基地を訪れていただく際に、道に迷

うことなく、かつ安全に誘導するため、圏央道桶川北本ＩＣ付近から

森林セラピー基地へ誘導するための施設案内標識を設置。

• ２つの森林セラピーロードのある北本自然観察公園内に、来訪者へ向

けた森林セラピーロードを案内するためのサイン標識を設置。

【事 業 費】3,993千円（うち譲与税2,544千円）

【実 績】施設案内標識4基、サイン標識2基の設置

➢ 北本市は、NPO法人森林セラピーソサエティが認定を行う森林セラピー基地に埼玉県では初めて、全国では64番目に認定されており、

２つの森林セラピーロードのある「北本自然観察公園」や拠点施設「サンアメニティ北本キャンプフィールド」を中心に、森林環境を

利用した心身の健康維持・増進、病気予防の場を提供し、森林環境譲与税を活用した森林の多面的機能の普及啓発に取り組んでいる。

➢ 令和元年度においては、以下の取組により、普及啓発活動を行った。

• 森林セラピー基地へ案内するための施設案内標識（4基）、サイン標識（2基）を設置することで誘客を図り、森林の多面的機能の普

及啓発に寄与した。

市

埼玉県 北本市（森林セラピー事業を通じた森林の多面的機能の普及啓発）普及啓発

案内標識設置

（１ 北本自然観察公園） （２ サイン標識）

①令和元年度譲与額 2,544千円

②私有林人工林面積（※１） 1ha

③林野率（※２） 3.9％

④人口（※３） 67,409人

⑤林業就業者数（※４） 0人

□ 工夫・留意した点

□ 事業スキーム

• 施設案内標識を設置することで森林について体験・学習する機
会を拡充し、都市近郊において森林をより身近に感じられるよ
うにした。

• 森林セラピーロードを案内するサイン標識を設置することで、
より効果的な森林体験を提供することが可能となった。

森林セラピー基地

普及啓発の促進

109

◇ 基礎データ

※１：「森林資源現況調査（林野庁、H29.3.31現在）」

※２：「2015農林業センサス」 ※３，４：「H27年国勢調査」


